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通 信 員 だ よ り

 「民生委員・児童委員に相談してよかった」という
声を聞くと、とても嬉しく元気が湧いてきます。少子
化や核家族化によって地域のつながりが薄れ、高齢
や障害、子育てや介護に問題を抱えているものの、
周囲には相談できない方が増えています。私たちは
その身近な相談相手として日々活動しています。
　身近な相談相手になるには、心が通じ合うこと、
信じ合えることが大切ですので、とても奥の深い課
題だと思います。

◆特集　「民生委員児童委員としての想い」
　　　　　　～民生委員制度創設100周年記念式典をとおして～
●ひとネットワーク 地域と社会資源  ●解説「里親制度とは？～地域で子どもを見守るために～」
●NEWS&インフォメーション・編集雑感　●通信員だより

　大井町民児協では、相談支援に活用できる実践
研修を行い、一人ひとりの相談援助技術の向上に努
めています。
　先般「傾聴入門講座」を開催し、人の心に寄り添
う姿勢について学びました。『人は悩むときに、解決
者ではなく理解者の存在を求めている』という講師
の言葉を胸に、まずは自分の意見はそっと脇に置い
て、相手の気持ちに心を傾け、思いを受け止めるこ
とから会話を始めてみようと思います。

（大井町民生委員児童委員協議会）
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－支えあう　住みよい社会　地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし
「傾聴入門講座」の様子

　湯河原町民生委員・児童委員協
議会主催による3歳以下の子ども
と、その家族を対象とした楽しい
イベント「第9回子育て広場」が10
月7日（土）に町民体育館で開催さ
れました。
　このイベントは、子育て支援を
目的として年１回開催しています。
今回は32組の親子（大人38名、子
ども46名）が参加しました。

　受付後、子どもの身長・体重を
測定し、赤や青のスタンプ台で
とった手形・足形を持って親子で
記念写真を撮ります。中には、手
形を躊躇する子どもを見た母親が
手本を見せる一幕もありました。
　次に子どもたちは、歌に合わせ
た「リズム遊び」や「楽しいゲー
ム」。マットでゴロゴロ、次にパ
ターゴルフ、トンネルくぐり、網に
よるお宝すくいと順に行い、最後
に走ってゴールします。その他にも
「紙芝居」や「布製バックへのお
絵かき」を行い、会場は親子の笑
顔や歓声が聞こえていました。
　最後に、参加親子全員と民生委
員・児童委員スタッフで集合写真
を撮り閉幕しました。後日、参加親
子のアンケートをもとに反省会を
開き、次回の参考にします。

　小田原市富水地区には「在宅福
祉サービスチーム」という組織があ
り、地区民生委員は21名で、100名
以上の「チーム員」と呼ばれるボラ
ンティアとともに高齢者の見守り活
動を行っています。
　民生委員によっては、後期高齢者
を200人以上も担当している人もい
ます。そこで、10人のチーム員が、15
～20人ずつ高齢者を受け持つこと
で、きめ細やかな見守り活動ができ
る態勢をとっています。
　たとえば、高齢者への案内状や配
布物、各行事への呼びかけや高齢者
に関わる地区行事の手伝いなど、民
生委員とともに活動しています。

　この組織は20年くらいかけて民
生委員が地道に信頼できる協力者
を養成し、引き継いできた結果の組
織で、地域の方にも認められる存在
になっています。
　もともとは市社協が在宅福祉の
推進のために各地区に組織化した
ものですが、富水地区は民生委員
が中心になって独自の運用を考え、
長期間に亘って培って作り上げたも
のです。
　富水地区は民生委員にとって力
強い協力者が大勢いて、幅広い福祉
活動が行われています。

　大和市民児協は、11地区の民児
協の連合組織であり、専門性の高
い支援活動を行うため、専門部会
を設置しています。
　その一つである児童委員部会
は、33名の児童委員および主任児
童委員で構成されていますが、平
成28年12月の一斉改選に伴い、部
会員の変更が生じました。
　そこで、子どもの健全育成等の
支援活動および部会員の資質を更
に高揚させるため、平成29年9月に
大和市障害福祉センター松風園を
見学することとなり、これに同行し
ました。
　大和市から運営を委託されてい
る当該施設は、就学前の知的障が
い児および18歳以上の知的障がい
者を受け入れる中で、専門職を安定
的に確保し、永続的な支援ができ
るように努めている状況が、当見
学研修への丁寧な対応から伺えま
した。また、長年の実績から、子ど
も達とコミュニケーションを図るに
は、言葉とともに、手作り絵カード
等による熱心な視覚支援を行って
いることに感銘を受けました。
　参加した部会員にとっては、支
援活動の士気を高める有意義な
研修であったように感じられまし
た。

共に見守り活動をして
くれるチームの存在

大和市民児協児童委員部
会の見学会に参加して

すくすくハート
～「子育て広場」

通信員　橋本　尚信 通信員　仲戸川　満男 通信員　横井　勝己

「リズム遊び」風景

在宅福祉サービスチーム員研修会

手作り絵カードで伝え合う

小 田 原 市 湯 河 原 町大 和 市



第132号平成29年12月15日 県民児協だより

2

第132号 平成29年12月15日県民児協だより

7

　

式
典
は
ま
ず
、
県
民
児
協
松
本
副
会

長
の
先
導
に
よ
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
信
条
と
児
童
憲
章
の
唱
和
を
し
、
物

故
者
へ
の
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。
主

催
者
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
黒
岩
神
奈

川
県
知
事
、
佐
藤
神
奈
川
県
議
会
議
長

ほ
か
の
方
か
ら
の
挨
拶
と
、
来
賓
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
岩
県
知
事
か
ら

は
、
「
県
と
し
て
『
未
病
の
改
善
』
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
高
齢
者
が
社
会
参

加
す
る
と
、
病
気
に
な
り
に
く
い
。
民

生
委
員
が
地
域
に
目
を
配
っ
て
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
促
進
し
て
欲
し
い
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席

さ
れ
た
、
７
月
の
全
国
大
会
の
映
像
の

一
部
が
上
映
さ
れ
、
100
周
年
の
気
持
ち

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
花
咲

く
郷
土
」
を
斉
唱
し
て
、
式
典
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
横
須
賀
基
督
教
社
会
館
会

長
の
阿
部
志
郎
先
生
に
よ
る
、
記
念
講

　

10
月
25
日
㈬
午
後
１
時
よ
り
、
や
ま

と
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
「
シ
リ
ウ
ス
」
に

お
い
て
、
神
奈
川
県
の
民
生
委
員
制
度

創
設
100
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
「
シ
リ
ウ
ス
」
は
開
館
１
年
と

い
う
、
新
し
く
広
々
し
た
、
素
晴
ら
し

い
ホ
ー
ル
で
し
た
。

演
で
す
。
印
象
に
残
っ
た
フ
レ
ー
ズ
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

 
「
日
本
人
は
男
系
社
会
の
歴
史
が
長

く
、
家
族
愛
が
中
心
で
、
社
会
へ
の
愛
、

福
祉
の
心
が
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
な
い
の
は
恥
ず
か
し
い

と
い
う
よ
う
な
社
会
的
風
潮
を
作
る
の

が
日
本
の
課
題
で
あ
る
。

　

民
生
委
員
は
100
年
の
歴
史
の
中
で
、

社
会
の
問
題
点
を
掘
り
起
こ
し
、
行
政

に
提
案
す
る
活
動
を
し
て
き
た
。
福
祉

制
度
は
充
実
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
支

え
る
国
民
の
意
識
は
十
分
と
は
言
え
な

い
。
民
生
委
員
の
役
割
は
良
き
隣
人
と

な
り
、
『
市
民
の
新
し
い
生
活
文
化
』

の
形
成
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

　

福
祉
の
問
題
は
地
域
で
生
ま
れ
る
。

そ
の
解
決
に
は
、
行
政
任
せ
で
は
な
く
、

民
生
委
員
を
中
心
と
し
た
、
地
域
住
民

の
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

住
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
気
持

ち
は
あ
っ
て
も
、
頼
ま
れ
る
の
を
待
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
の
も
、
民

生
委
員
の
役
割
で
あ
る
」

　

こ
の
よ
う
に
、
福
祉
の
心
の
大
切
さ

と
民
生
委
員
に
期
待
す
る
こ
と
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
会
副
委
員
長

　田
村
正
一
）

およそ1,000名の民生委員児童委員、元民生委員児童委員、民
児協事務局が参加しました。

机や大きな荷物を運ぶときは、二人以上で声を掛け合って
運んでいるという声も聞かれます。

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
お
け
る
事
故
防
止
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
集
』

（
Ａ
５
版
）平
成
29
年
４
月
発
行

  

式
典
と
講
演
会

特 集

　

こ
の
他
に
も
、
転
倒
の
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
、
自
転
車
運

転
中
に
気
を
付
け
る
こ
と
、
災
害
時
の

活
動
で
の
注
意
事
項
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
安
全
の
た
め

の
10
大
ポ
イ
ン
ト
」
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
必
見
で
す
。

　

一
見
す
る
と
、
当
た
り
前
な
ヒ
ン
ト

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

が
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
必
要
で
す
。

　

委
員
の
み
な
さ
ん
が
元
気
で
、
笑
顔

で
活
動
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
こ
ち
ら

の
冊
子
を
活
用
し
、
定
例
会
や
研
修
会

な
ど
で
事
故
防
止
に
役
立
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
章
を
書
く
こ
と
も
ま
と
め
る
こ
と

も
苦
手
な
私
が
県
民
児
協
の
広
報
委
員

を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
広
報
委
員
一
年
生
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

初
め
は
不
安
と
後
悔
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
４
月
に
厚
木
市
、
８
月
に
座
間

市
と
他
の
民
児
協
へ
取
材
に
行
き
話
し

を
聞
き
ま
し
た
。
心
に
残
っ
た
こ
と
を

中
心
に
ま
と
め
、
な
ん
と
か
原
稿
を
提

出
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
も
聞
け
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
を
あ
り
が
た
く
思
い
、

今
で
は
受
け
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
何
の
気
な
し
に
目
を
通
し
て

い
た
新
聞
や
広
報
も
、
ど
う
ま
と
め
て

い
る
の
か
と
、
見
方
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
私
も
皆
さ
ん
に
読
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
記
事
が
書

け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
委
員

　邉
見

　千
恵
）

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

民
生
委
員
児
童
委
員
（
以
下
「
委

員
」
）
の
方
々
に
、
「
委
員
活
動
に
取

り
組
む
中
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
何

か
」
と
質
問
す
る
と
、
「
自
分
自
身
の

健
康
が
あ
っ
て
の
活
動
で
す
」
「
元
気

に
笑
顔
で
活
動
す
る
こ
と
が
一
番
で

す
」
と
い
う
声
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
委
員
が
加
入
し
て
い
る

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
保
険
」

で
は
、
全
国
で
毎
年
500
件
前
後
の
事
故

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
で
は
、

平
成
28
年
度
は
13
件
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
安

全
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
が
作
成
し
た
の
が

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
お
け

る
事
故
防
止
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
集
』

（
左
上
写
真
）
で
す
。

　

平
成
28
年
度
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
保
険
事
故
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
事

故
発
生
状
況
を
見
る
と
、
「
訪
問
時
に

段
差
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
た
」
「
自

転
車
運
転
中
、
子
ど
も
を
よ
け
よ
う
と

し
て
転
倒
し
た
」
な
ど
の
転
倒
事
故
が

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

転
倒
は
、
軽
く
考
え
が
ち
で
す
が
、

転
倒
事
故
の
恐
ろ
し
さ
は
、
足
や
腰
の

骨
折
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
く
、
歩
く

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
寝
た
き
り

に
な
っ
た
り
、
そ
の
後
の
委
員
活
動
や

自
身
の
日
常
生
活
に
も
支
障
を
及
ぼ
し

か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
大
切
な
の
が
、
「
日
頃
か

ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
ぐ
こ

と
」
で
す
。
こ
ち
ら
の
冊
子
に
は
、
次

の
よ
う
な
ヒ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
段
差
、
電
柱
な
ど
周
囲
に
注
意
す
る
。

◆
活
動
中
は
、
履
き
な
れ
た
靴
を
履
く
。

◆
自
分
の
体
に
合
っ
た
自
転
車
に
乗
る
。

編集
雑感

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
に
お
け
る
事
故
防
止
の
た
め
に

ヒ
ン
ト
集
の
活
用
を

　

平
成
29
年
で
民
生
委
員
制
度
が
100
年
を
迎
え
、本
会
で
は
、10
月
25
日
に「
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
し
た
の

で
、広
報
委
員
２
名
に
よ
り
報
告
を
し
ま
す
。ま
た
、式
典
に
参
加
さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
に
こ
れ
か
ら
の「
想
い
」に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
し
ま
し
た
の
で
、併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
の
想
い

　〜
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
記
念
式
典
を
と
お
し
て
〜

県央ブロック有志 が 登壇し 、 「花咲く郷土」を斉唱しました。

「住民の力がいかに大切か」阿部志郎先生
の講演から伝わってきました。
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里親センターひこばえ

　

阿
部
志
郎
先
生
の
記
念
講
演
で
は
、

民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
の
歩
み
を

私
的
な
内
容
も
含
め
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
「
女
性
に
と
っ
て
悪
し
き
時
代
の

封
建
的
だ
っ
た
日
本
の
家
督
制
度
に
つ

い
て
、
家
を
継
ぐ
人
は
長
男
と
決
め
ら

れ
て
お
り
、
長
男
以
外
は
家
か
ら
追
い

出
さ
れ
、
女
子
は
家
の
格
を
上
げ
る
た

め
嫁
（
妾
）
と
し
て
家
を
出
さ
れ
る
こ

と
で
、
本
人
の
望
ま
な
い
一
生
を
送
る

こ
と
も
多
か
っ
た
」
と
民
生
委
員
制
度

が
創
設
さ
れ
た
戦
前
の
日
本
の
社
会
に

つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
「
戦
前
（
昭
和
四
年
）
に

救
護
法
の
実
施
を
迫
る
民
生
委
員
の
活

躍
は
画
期
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
43

年
に
全
国
の
民
生
委
員
に
よ
り
『
居
宅

ね
た
き
り
老
人
の
実
態
調
査
』
を
実
施

し
、
寝
た
き
り
の
在
宅
高
齢
者
が
全
国

で
20
万
人
以
上
に
上
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
で
、
高
齢
者
の
課
題
を
提

起
し
、
政
府
が
動
い
た
。
皆
さ
ん
が
今

日
の
高
齢
者
の
課
題
に
火
を
つ
け
た
の

で
す
」
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
現
在
、
社
会
福
祉
制
度

は
充
実
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
支
え
る

国
民
の
意
識
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

元
気
に
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活

動
と
し
て
、
被
災
地
の
児
童
養
護
施
設

か
ら
社
会
へ
巣
立
つ
新
社
会
人
を
対
象

に
、
採
寸
か
ら
贈
呈
ま
で
す
べ
て
自
身

で
行
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ス
ー
ツ
を

毎
年
贈
呈
し
て
い
る
活
動
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
式
典
は
実
行
委
員
会
で
企
画
を

し
ま
し
た
。
「
民
生
委
員
は
児
童
委
員

で
も
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
仕
掛
け
を
し

た
い
」
「
児
童
委
員
制
度
も
創
設
70
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
意
識
で
き
な
い

か
」
と
い
う
意
見
が
挙
が
り
、
Ｖ
Ｏ
Ｘ

Ｒ
Ａ
Ｙ
の
社
会
活
動
を
知
っ
た
実
行
委

員
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
、
Ｖ
Ｏ
Ｘ
Ｒ
Ａ

Ｙ
に
歌
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

明
る
い
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
、
４
人
が

歌
う
姿
は
、
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
の
人
達
へ
の
声
か
け
や
手
拍

子
に
よ
り
、
演
者
と
会
場
が
一
体
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
会
委
員

　金
子

　明
）

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
の
問
題
は
、
地

域
の
課
題
は
、
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
住

民
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
課
題
を
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
「
民
生
委
員
児
童
委
員
制

度
は
『
世
界
で
唯
一
の
制
度
』
で
す
。

自
信
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を

展
開
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
半
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
Ｖ
Ｏ
Ｘ
Ｒ
Ａ

Ｙ
（
ヴ
ォ
ク
ス
レ
イ
）
の
ラ
イ
ブ
で
し

た
。

　

Ｖ
Ｏ
Ｘ
Ｒ
Ａ
Ｙ
は
、
全
国
の
児
童
養

護
施
設
や
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小
学
校

な
ど
を
訪
問
し
音
楽
で
子
ど
も
た
ち
を

  

民
生
委
員
児
童
委
員
に
期
待
す
る
こ
と

　

残
念
な
が
ら
里
親
制
度
は
ま
だ
地
域
の
中
で
正
し
く
理
解

さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
生
活
す
る
里
親

家
庭
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
に
な
る
、
民
生
委
員
児
童
委
員

の
皆
さ
ま
が
里
親
制
度
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
存
在
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
里
親
家
庭
に
と
っ
て
大
き
な
安
心
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
里
親
家
庭
の
良
き
理
解
者
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
里
親
制
度
の
普
及
に
も
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

●開会あいさつ
●民生委員児童委員信条朗読
●児童憲章朗読
●民生委員児童委員物故者への黙祷
●主催者あいさつ
●来賓あいさつ
　・神奈川県知事 黒岩祐治 様
　・神奈川県議会議長 佐藤光 様
　・（福）神奈川県社会福祉協議会会長 篠原正治 様
　・全国民生委員児童委員連合会副会長
  大野トシ子 様
　・大和市長 大木哲 様
●来賓紹介
●全国民生委員児童委員大会の映像（ダイジェスト版）上映
●民生委員の歌「花咲く郷土」斉唱
●記念講演「福祉のこころ
　　　　　～民生委員制度創設１００周年を迎え～」
　　阿部志郎氏（（福）横須賀基督教社会館会長）
●アトラクション
　ヴォーカル・グループ「ＶＯＸＲＡＹ」ライブ
●閉会あいさつ

 
阿
部
志
郎
先
生
の
話
に
感
銘

《次 第》

里親制度
とは？ 

神奈川県内の里親支援機関である、里親セ
ンターひこばえに、里親制度について解説
いただきました。

「
里
親
制
度
と
は
？

　

親
の
病
気
や
離
婚
、
虐
待
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
せ
な
く

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
社
会
全
体
で
育

ん
で
い
く
こ
と
を
「
社
会
的
養
護
」
と

い
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
を
、
一
定
期
間
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
て
温
か
な
愛
情
と
理
解
を
も
っ

て
養
育
す
る
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く

制
度
で
す
。

  

里
親
の
活
動
に
は
？ 

　

次
の
と
お
り
３
つ
の
活
動
に
分
け
ら

れ
ま
す
。 解 説

～地域で子どもを見守るために～

「里親センターひこばえ」
〒243-0405 海老名市国分南1-28-12 MSビル301

☎046-205-6092 開所日：月・水・金・土 10：00～16：00

※出張里親制度セミナーや見学も受け付けています

～里親制度についてのお問い合わせは～

　里親家庭で養育されることは
子どもにとって、特定の大人との
愛着関係の下で養育されること
になります。また、地域の中で生
活している里親家庭で過ごすこ
とにより、地域社会との繋がり
を知ることになります。
　それは、子どもが自立して困っ
たときにどのように地域に助け
を求めたら良いかを知る上でも
とても大切なことです。里親家
庭で豊かな生活体験を積むこと
で自立後の生活のイメージを持
つこともできます。

　里親家庭での生活体験を通して、子
どもは自立に向け生活のイメージを
もつだけではなく、自分だけを見守っ
てくれ、会っていないときでも自分を
応援してくれる大人がいるということ
は、社会的養護を必要とする子どもに
とって大きな心の支えになります。
　近年、社会的養護を必要とする子
ども達は増加し、そのニーズは多様化
し、それに伴い里親の役割もさまざま
になっています。
　ですから、さまざまな活動ができる
多くの里親が必要になっているので
す。

　地域で受け入れてくれる里親
家庭があると、幼稚園や学校に
続けて通うことができるなど、そ
れまでの生活を継続することが
できます。家族と離れることだ
けでも不安な子どもにとって、そ
れまでの生活と変わらない環境
が保障されることはとても大切
なことです。
　近年、この緊急一時保護の
ニーズは増えてきています。

長期委託
子どもとの養子縁組をせずに
長期間の養育を目的とした委託

３日里親
施設で暮らしている子どもの家庭体

験を目的とした活動

緊急一時保護委託
家庭での養育が一時的に困難となっ
た子どもの養育を目的とした委託

子ども

児童相談所
里親支援機関

児童福祉施設

民生委員
児童委員

幼稚園
学校等

地域の子育て
支援サービス

里　親

「幸せなら手をたたこう」では、歌に合わせ参加者同士で肩をたた
き合ったり、手をあげたりと、笑い声が沸き起こりました。

【里親支援のイメージ図】
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　式典参加者にアンケートを実施し、みなさんの民生委員児童委員に対する想いや意気込みをうか
がいました。ご協力いただき、ありがとうございました。こちらでは、その声の一部をご紹介します。

民生委員制度創設100周年を迎えての「想い」

　長い歴史があるのに驚
きがあり、この時期に民生
委員ができて光栄です。
民生委員児童委員

2期目

　児童のこともやりたいけ
れど、高齢者の活動量が多
く、なかなか関われない。
民生委員児童委員

5期目

　子育て中だけど、地域や
学校の方のお役に立てるよ
うに頑張りたい。

主任児童委員
１期目

　力まず、意気ごまず、次
の人に引き継ぎやすい形に
もっていきたい。
民生委員児童委員

3期目

　早く社協とのつながりを
持ちたい。
民生委員児童委員

1期目

　続けていらした方達の努
力がすごいと思います。
民生委員児童委員

1期目

 「お互い様」という気持ち
に力を入れる。
民生委員児童委員

5期目

　おごることなく、やって
いきたい。
民生委員児童委員

5期目

　何期やっても模索中で
す。これから、理解を深め
たいです。

主任児童委員
３期目

　今までの先輩方の活動
を軸にこの時代に合った活
動につなげていきたい。
民生委員児童委員

3期目

　自分が引き継いだこと
を、形は違っても、根元に
ある「心」はつなげるよう
活動したい。
民生委員児童委員

6期目

　地域で信頼される。
　● 民生委員児童委員を
　　知ってもらう。
　●顔を知ってもらう。
　●深く知ってもらう。
　●人柄を知ってもらう。
民生委員児童委員

9期目

み
ん
な
が
自
分
の
居
場
所
と

思
え
る
よ
う
に

　

利
用
す
る
た
め
に
、
約
束
事
が
あ
る

の
か
と
思
え
ば
、
「
参
加
者
に
お
願
い

し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
が

来
て
も
、
何
を
話
し
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

　

た
だ
、
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
名

前
や
住
所
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
り
、

高
齢
者
と
赤
ち
ゃ
ん
が
利
用
す
る
の
で

手
洗
い
う
が
い
を
お
願
い
し
た
り
す
る

く
ら
い
で
す
。
決
ま
り
ご
と
を
作
ら
な

く
と
も
、
今
ま
で
事
故
は
起
き
て
い
ま

せ
ん
。
靴
の
履
き
間
違
え
く
ら
い
で
し

ょ
う
か
。
常
連
の
方
は
、
主
体
的
に
机

の
準
備
や
受
付
等
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
り
、
初
め
て
利
用
す
る
方
に
席
を
案

内
し
た
り
と
出
番
が
自
然
と
で
き
ま
し

た
」
と
早
川
さ
ん
。
「
し
て
あ
げ
る　

し
て
も
ら
う
」
関
係
で
は
な
く
、
み
ん

な
が
自
分
の
居
場
所
と
思
え
る
場
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

活
動
か
ら
次
の
課
題
が
見
え
、

新
た
な
活
動
に
広
が
る

 

「
さ
い
と
う
さ
ん
ち
」
を
継
続
し
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
子
ど
も
の
貧
困
、

不
登
校
、
発
達
障
害
な
ど
子
ど
も
を
め

ぐ
る
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
昼
間
、
仕
事
や
学
校
が
あ
り
利
用

で
き
な
い
親
子
が
、
集
え
る
よ
う
に
と
、

夕
方
か
ら
「
ほ
ん
そ
ん
子
ど
も
食
堂

『
い
た
だ
き
ま
す
』
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
居
場
所
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
で
気
付
い
た
新
た
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
新
し
い
居
場
所
を
立
ち

上
げ
、
住
民
が
集
い
た
い
と
思
う
居
場

所
（
地
域
の
お
茶
の
間
）
が
広
が
り
ま

す
。

 

「
課
題
が
見
え
れ
ば
と
に
か
く
始
め

る
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
と
反
対
す

る
人
が
出
て
く
る
が
、
必
要
と
し
て
い

る
人
を
知
っ
て
い
る
か
ら
自
信
を
持
っ

て
走
り
出
し
ま
す
。
今
後
は
、
不
登
校

の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
の
で
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
た

い
」
と
早
川
さ
ん
は
展
望
を
語
り
ま
す
。

み
ん
な
が
集
う
居
場
所
を
つ
く
る
た
め
に

　
　地
域
の
お
茶
の
間
研
究
所

　さ
ろ
ん
ど
て

　

茅
ケ
崎
駅
か
ら
歩
い
て
２
分
ほ
ど

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
が
集
え
る

場
「
さ
い
と
う
さ
ん
ち
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、こ
の
「
さ
い
と
う
さ
ん
ち
」
を

運
営
し
て
い
る
「
地
域
の
お
茶
の
間
研

究
所
さ
ろ
ん
ど
て
（
以
下
『
さ
ろ
ん
ど

て
』
）
」
の
早
川
仁
美
さ
ん
に
、
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
む
上
で
心
が
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

地
域
の
お
茶
の
間
の
よ
う
な

「
居
場
所
」を
つ
く
り
た
い

　

夫
の
転
勤
で
知
ら
な
い
土
地
で
暮
ら

し
て
い
た
早
川
さ
ん
は
、
「
当
時
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
人
も
い
な
く
、
子
育

て
が
と
て
も
辛
か
っ
た
」
と
い
う
ご
自

身
の
経
験
に
よ
り
、
子
育
て
に
は
気
軽

に
相
談
し
合
え
る
近
所
の
人
の
助
け
が

い
か
に
大
切
か
痛
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
や
給
食
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
を
通
じ
て
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
居
場
所
も
必
要
で
は
な
い

か
と
早
川
さ
ん
は
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
誰
も
が
ふ
ら
っ
と
気
軽
に

立
ち
寄
れ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

悩
み
を
吐
き
出
せ
る
お
茶
の
間
の
よ
う

な
居
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
想
い

を
持
っ
た
有
志
が
集
い
「
さ
い
と
う
さ

ん
ち
」
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
開
放
し
て
い
る
「
さ
い
と
う

さ
ん
ち
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
齋
藤

さ
ん
の
家
で
す
。
５
年
前
か
ら
、
一
人

暮
ら
し
だ
っ
た
齋
藤
さ
ん
の
ご
厚
意
で

一
部
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
300
円
。
飲
み
物
や
、
ラ
ン

チ
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

ひとネットワーク
地域と社会資源

利用者の話に耳を傾けるために傾聴の技術を
学ぶ研修を開催していると早川さん 。

「おっきくなったね」と久しぶりに来た子どもをみんなで
囲み、おしゃべりします。
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　式典参加者にアンケートを実施し、みなさんの民生委員児童委員に対する想いや意気込みをうか
がいました。ご協力いただき、ありがとうございました。こちらでは、その声の一部をご紹介します。

民生委員制度創設100周年を迎えての「想い」

　長い歴史があるのに驚
きがあり、この時期に民生
委員ができて光栄です。
民生委員児童委員

2期目

　児童のこともやりたいけ
れど、高齢者の活動量が多
く、なかなか関われない。
民生委員児童委員

5期目

　子育て中だけど、地域や
学校の方のお役に立てるよ
うに頑張りたい。

主任児童委員
１期目

　力まず、意気ごまず、次
の人に引き継ぎやすい形に
もっていきたい。
民生委員児童委員

3期目

　早く社協とのつながりを
持ちたい。
民生委員児童委員

1期目

　続けていらした方達の努
力がすごいと思います。
民生委員児童委員

1期目

 「お互い様」という気持ち
に力を入れる。
民生委員児童委員

5期目

　おごることなく、やって
いきたい。
民生委員児童委員

5期目

　何期やっても模索中で
す。これから、理解を深め
たいです。

主任児童委員
３期目

　今までの先輩方の活動
を軸にこの時代に合った活
動につなげていきたい。
民生委員児童委員

3期目

　自分が引き継いだこと
を、形は違っても、根元に
ある「心」はつなげるよう
活動したい。
民生委員児童委員

6期目

　地域で信頼される。
　● 民生委員児童委員を
　　知ってもらう。
　●顔を知ってもらう。
　●深く知ってもらう。
　●人柄を知ってもらう。
民生委員児童委員

9期目

み
ん
な
が
自
分
の
居
場
所
と

思
え
る
よ
う
に

　

利
用
す
る
た
め
に
、
約
束
事
が
あ
る

の
か
と
思
え
ば
、
「
参
加
者
に
お
願
い

し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
が

来
て
も
、
何
を
話
し
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

　

た
だ
、
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
名

前
や
住
所
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
り
、

高
齢
者
と
赤
ち
ゃ
ん
が
利
用
す
る
の
で

手
洗
い
う
が
い
を
お
願
い
し
た
り
す
る

く
ら
い
で
す
。
決
ま
り
ご
と
を
作
ら
な

く
と
も
、
今
ま
で
事
故
は
起
き
て
い
ま

せ
ん
。
靴
の
履
き
間
違
え
く
ら
い
で
し

ょ
う
か
。
常
連
の
方
は
、
主
体
的
に
机

の
準
備
や
受
付
等
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
り
、
初
め
て
利
用
す
る
方
に
席
を
案

内
し
た
り
と
出
番
が
自
然
と
で
き
ま
し

た
」
と
早
川
さ
ん
。
「
し
て
あ
げ
る　

し
て
も
ら
う
」
関
係
で
は
な
く
、
み
ん

な
が
自
分
の
居
場
所
と
思
え
る
場
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

活
動
か
ら
次
の
課
題
が
見
え
、

新
た
な
活
動
に
広
が
る

 

「
さ
い
と
う
さ
ん
ち
」
を
継
続
し
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
子
ど
も
の
貧
困
、

不
登
校
、
発
達
障
害
な
ど
子
ど
も
を
め

ぐ
る
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
昼
間
、
仕
事
や
学
校
が
あ
り
利
用

で
き
な
い
親
子
が
、
集
え
る
よ
う
に
と
、

夕
方
か
ら
「
ほ
ん
そ
ん
子
ど
も
食
堂

『
い
た
だ
き
ま
す
』
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
居
場
所
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
で
気
付
い
た
新
た
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
新
し
い
居
場
所
を
立
ち

上
げ
、
住
民
が
集
い
た
い
と
思
う
居
場

所
（
地
域
の
お
茶
の
間
）
が
広
が
り
ま

す
。

 

「
課
題
が
見
え
れ
ば
と
に
か
く
始
め

る
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
と
反
対
す

る
人
が
出
て
く
る
が
、
必
要
と
し
て
い

る
人
を
知
っ
て
い
る
か
ら
自
信
を
持
っ

て
走
り
出
し
ま
す
。
今
後
は
、
不
登
校

の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
の
で
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
た

い
」
と
早
川
さ
ん
は
展
望
を
語
り
ま
す
。

み
ん
な
が
集
う
居
場
所
を
つ
く
る
た
め
に

　
　地
域
の
お
茶
の
間
研
究
所

　さ
ろ
ん
ど
て

　

茅
ケ
崎
駅
か
ら
歩
い
て
２
分
ほ
ど

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
が
集
え
る

場
「
さ
い
と
う
さ
ん
ち
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、こ
の
「
さ
い
と
う
さ
ん
ち
」
を

運
営
し
て
い
る
「
地
域
の
お
茶
の
間
研

究
所
さ
ろ
ん
ど
て
（
以
下
『
さ
ろ
ん
ど

て
』
）
」
の
早
川
仁
美
さ
ん
に
、
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
む
上
で
心
が
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

地
域
の
お
茶
の
間
の
よ
う
な

「
居
場
所
」を
つ
く
り
た
い

　

夫
の
転
勤
で
知
ら
な
い
土
地
で
暮
ら

し
て
い
た
早
川
さ
ん
は
、
「
当
時
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
人
も
い
な
く
、
子
育

て
が
と
て
も
辛
か
っ
た
」
と
い
う
ご
自

身
の
経
験
に
よ
り
、
子
育
て
に
は
気
軽

に
相
談
し
合
え
る
近
所
の
人
の
助
け
が

い
か
に
大
切
か
痛
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
や
給
食
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
を
通
じ
て
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
居
場
所
も
必
要
で
は
な
い

か
と
早
川
さ
ん
は
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
誰
も
が
ふ
ら
っ
と
気
軽
に

立
ち
寄
れ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

悩
み
を
吐
き
出
せ
る
お
茶
の
間
の
よ
う

な
居
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
想
い

を
持
っ
た
有
志
が
集
い
「
さ
い
と
う
さ

ん
ち
」
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
開
放
し
て
い
る
「
さ
い
と
う

さ
ん
ち
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
齋
藤

さ
ん
の
家
で
す
。
５
年
前
か
ら
、
一
人

暮
ら
し
だ
っ
た
齋
藤
さ
ん
の
ご
厚
意
で

一
部
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
300
円
。
飲
み
物
や
、
ラ
ン

チ
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

ひとネットワーク
地域と社会資源

利用者の話に耳を傾けるために傾聴の技術を
学ぶ研修を開催していると早川さん 。

「おっきくなったね」と久しぶりに来た子どもをみんなで
囲み、おしゃべりします。
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里親センターひこばえ

　

阿
部
志
郎
先
生
の
記
念
講
演
で
は
、

民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
の
歩
み
を

私
的
な
内
容
も
含
め
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
「
女
性
に
と
っ
て
悪
し
き
時
代
の

封
建
的
だ
っ
た
日
本
の
家
督
制
度
に
つ

い
て
、
家
を
継
ぐ
人
は
長
男
と
決
め
ら

れ
て
お
り
、
長
男
以
外
は
家
か
ら
追
い

出
さ
れ
、
女
子
は
家
の
格
を
上
げ
る
た

め
嫁
（
妾
）
と
し
て
家
を
出
さ
れ
る
こ

と
で
、
本
人
の
望
ま
な
い
一
生
を
送
る

こ
と
も
多
か
っ
た
」
と
民
生
委
員
制
度

が
創
設
さ
れ
た
戦
前
の
日
本
の
社
会
に

つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
「
戦
前
（
昭
和
四
年
）
に

救
護
法
の
実
施
を
迫
る
民
生
委
員
の
活

躍
は
画
期
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
43

年
に
全
国
の
民
生
委
員
に
よ
り
『
居
宅

ね
た
き
り
老
人
の
実
態
調
査
』
を
実
施

し
、
寝
た
き
り
の
在
宅
高
齢
者
が
全
国

で
20
万
人
以
上
に
上
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
で
、
高
齢
者
の
課
題
を
提

起
し
、
政
府
が
動
い
た
。
皆
さ
ん
が
今

日
の
高
齢
者
の
課
題
に
火
を
つ
け
た
の

で
す
」
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
現
在
、
社
会
福
祉
制
度

は
充
実
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
支
え
る

国
民
の
意
識
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

元
気
に
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活

動
と
し
て
、
被
災
地
の
児
童
養
護
施
設

か
ら
社
会
へ
巣
立
つ
新
社
会
人
を
対
象

に
、
採
寸
か
ら
贈
呈
ま
で
す
べ
て
自
身

で
行
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ス
ー
ツ
を

毎
年
贈
呈
し
て
い
る
活
動
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
式
典
は
実
行
委
員
会
で
企
画
を

し
ま
し
た
。
「
民
生
委
員
は
児
童
委
員

で
も
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
仕
掛
け
を
し

た
い
」
「
児
童
委
員
制
度
も
創
設
70
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
意
識
で
き
な
い

か
」
と
い
う
意
見
が
挙
が
り
、
Ｖ
Ｏ
Ｘ

Ｒ
Ａ
Ｙ
の
社
会
活
動
を
知
っ
た
実
行
委

員
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
、
Ｖ
Ｏ
Ｘ
Ｒ
Ａ

Ｙ
に
歌
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

明
る
い
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
、
４
人
が

歌
う
姿
は
、
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
の
人
達
へ
の
声
か
け
や
手
拍

子
に
よ
り
、
演
者
と
会
場
が
一
体
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
会
委
員

　金
子

　明
）

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
の
問
題
は
、
地

域
の
課
題
は
、
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
住

民
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
課
題
を
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
「
民
生
委
員
児
童
委
員
制

度
は
『
世
界
で
唯
一
の
制
度
』
で
す
。

自
信
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を

展
開
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
半
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
Ｖ
Ｏ
Ｘ
Ｒ
Ａ

Ｙ
（
ヴ
ォ
ク
ス
レ
イ
）
の
ラ
イ
ブ
で
し

た
。

　

Ｖ
Ｏ
Ｘ
Ｒ
Ａ
Ｙ
は
、
全
国
の
児
童
養

護
施
設
や
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小
学
校

な
ど
を
訪
問
し
音
楽
で
子
ど
も
た
ち
を

  

民
生
委
員
児
童
委
員
に
期
待
す
る
こ
と

　

残
念
な
が
ら
里
親
制
度
は
ま
だ
地
域
の
中
で
正
し
く
理
解

さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
生
活
す
る
里
親

家
庭
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
に
な
る
、
民
生
委
員
児
童
委
員

の
皆
さ
ま
が
里
親
制
度
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
存
在
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
里
親
家
庭
に
と
っ
て
大
き
な
安
心
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
里
親
家
庭
の
良
き
理
解
者
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
里
親
制
度
の
普
及
に
も
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

●開会あいさつ
●民生委員児童委員信条朗読
●児童憲章朗読
●民生委員児童委員物故者への黙祷
●主催者あいさつ
●来賓あいさつ
　・神奈川県知事 黒岩祐治 様
　・神奈川県議会議長 佐藤光 様
　・（福）神奈川県社会福祉協議会会長 篠原正治 様
　・全国民生委員児童委員連合会副会長
  大野トシ子 様
　・大和市長 大木哲 様
●来賓紹介
●全国民生委員児童委員大会の映像（ダイジェスト版）上映
●民生委員の歌「花咲く郷土」斉唱
●記念講演「福祉のこころ
　　　　　～民生委員制度創設１００周年を迎え～」
　　阿部志郎氏（（福）横須賀基督教社会館会長）
●アトラクション
　ヴォーカル・グループ「ＶＯＸＲＡＹ」ライブ
●閉会あいさつ

 

阿
部
志
郎
先
生
の
話
に
感
銘

《次 第》

里親制度
とは？ 

神奈川県内の里親支援機関である、里親セ
ンターひこばえに、里親制度について解説
いただきました。

「
里
親
制
度
と
は
？

　

親
の
病
気
や
離
婚
、
虐
待
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
せ
な
く

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
社
会
全
体
で
育

ん
で
い
く
こ
と
を
「
社
会
的
養
護
」
と

い
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
を
、
一
定
期
間
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
て
温
か
な
愛
情
と
理
解
を
も
っ

て
養
育
す
る
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く

制
度
で
す
。

  

里
親
の
活
動
に
は
？ 

　

次
の
と
お
り
３
つ
の
活
動
に
分
け
ら

れ
ま
す
。 解 説

～地域で子どもを見守るために～

「里親センターひこばえ」
〒243-0405 海老名市国分南1-28-12 MSビル301

☎046-205-6092 開所日：月・水・金・土 10：00～16：00

※出張里親制度セミナーや見学も受け付けています

～里親制度についてのお問い合わせは～

　里親家庭で養育されることは
子どもにとって、特定の大人との
愛着関係の下で養育されること
になります。また、地域の中で生
活している里親家庭で過ごすこ
とにより、地域社会との繋がり
を知ることになります。
　それは、子どもが自立して困っ
たときにどのように地域に助け
を求めたら良いかを知る上でも
とても大切なことです。里親家
庭で豊かな生活体験を積むこと
で自立後の生活のイメージを持
つこともできます。

　里親家庭での生活体験を通して、子
どもは自立に向け生活のイメージを
もつだけではなく、自分だけを見守っ
てくれ、会っていないときでも自分を
応援してくれる大人がいるということ
は、社会的養護を必要とする子どもに
とって大きな心の支えになります。
　近年、社会的養護を必要とする子
ども達は増加し、そのニーズは多様化
し、それに伴い里親の役割もさまざま
になっています。
　ですから、さまざまな活動ができる
多くの里親が必要になっているので
す。

　地域で受け入れてくれる里親
家庭があると、幼稚園や学校に
続けて通うことができるなど、そ
れまでの生活を継続することが
できます。家族と離れることだ
けでも不安な子どもにとって、そ
れまでの生活と変わらない環境
が保障されることはとても大切
なことです。
　近年、この緊急一時保護の
ニーズは増えてきています。

長期委託
子どもとの養子縁組をせずに
長期間の養育を目的とした委託

３日里親
施設で暮らしている子どもの家庭体

験を目的とした活動

緊急一時保護委託
家庭での養育が一時的に困難となっ
た子どもの養育を目的とした委託

子ども

児童相談所
里親支援機関

児童福祉施設

民生委員
児童委員

幼稚園
学校等

地域の子育て
支援サービス

里　親

「幸せなら手をたたこう」では、歌に合わせ参加者同士で肩をたた
き合ったり、手をあげたりと、笑い声が沸き起こりました。

【里親支援のイメージ図】
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式
典
は
ま
ず
、
県
民
児
協
松
本
副
会

長
の
先
導
に
よ
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
信
条
と
児
童
憲
章
の
唱
和
を
し
、
物

故
者
へ
の
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。
主

催
者
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
黒
岩
神
奈

川
県
知
事
、
佐
藤
神
奈
川
県
議
会
議
長

ほ
か
の
方
か
ら
の
挨
拶
と
、
来
賓
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
岩
県
知
事
か
ら

は
、
「
県
と
し
て
『
未
病
の
改
善
』
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
高
齢
者
が
社
会
参

加
す
る
と
、
病
気
に
な
り
に
く
い
。
民

生
委
員
が
地
域
に
目
を
配
っ
て
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
促
進
し
て
欲
し
い
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席

さ
れ
た
、
７
月
の
全
国
大
会
の
映
像
の

一
部
が
上
映
さ
れ
、
100
周
年
の
気
持
ち

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
花
咲

く
郷
土
」
を
斉
唱
し
て
、
式
典
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
横
須
賀
基
督
教
社
会
館
会

長
の
阿
部
志
郎
先
生
に
よ
る
、
記
念
講

　

10
月
25
日
㈬
午
後
１
時
よ
り
、
や
ま

と
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
「
シ
リ
ウ
ス
」
に

お
い
て
、
神
奈
川
県
の
民
生
委
員
制
度

創
設
100
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
「
シ
リ
ウ
ス
」
は
開
館
１
年
と

い
う
、
新
し
く
広
々
し
た
、
素
晴
ら
し

い
ホ
ー
ル
で
し
た
。

演
で
す
。
印
象
に
残
っ
た
フ
レ
ー
ズ
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

 

「
日
本
人
は
男
系
社
会
の
歴
史
が
長

く
、
家
族
愛
が
中
心
で
、
社
会
へ
の
愛
、

福
祉
の
心
が
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
な
い
の
は
恥
ず
か
し
い

と
い
う
よ
う
な
社
会
的
風
潮
を
作
る
の

が
日
本
の
課
題
で
あ
る
。

　

民
生
委
員
は
100
年
の
歴
史
の
中
で
、

社
会
の
問
題
点
を
掘
り
起
こ
し
、
行
政

に
提
案
す
る
活
動
を
し
て
き
た
。
福
祉

制
度
は
充
実
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
支

え
る
国
民
の
意
識
は
十
分
と
は
言
え
な

い
。
民
生
委
員
の
役
割
は
良
き
隣
人
と

な
り
、
『
市
民
の
新
し
い
生
活
文
化
』

の
形
成
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

　

福
祉
の
問
題
は
地
域
で
生
ま
れ
る
。

そ
の
解
決
に
は
、
行
政
任
せ
で
は
な
く
、

民
生
委
員
を
中
心
と
し
た
、
地
域
住
民

の
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

住
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
気
持

ち
は
あ
っ
て
も
、
頼
ま
れ
る
の
を
待
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
の
も
、
民

生
委
員
の
役
割
で
あ
る
」

　

こ
の
よ
う
に
、
福
祉
の
心
の
大
切
さ

と
民
生
委
員
に
期
待
す
る
こ
と
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
会
副
委
員
長

　田
村
正
一
）

およそ1,000名の民生委員児童委員、元民生委員児童委員、民
児協事務局が参加しました。

机や大きな荷物を運ぶときは、二人以上で声を掛け合って
運んでいるという声も聞かれます。

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
お
け
る
事
故
防
止
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
集
』

（
Ａ
５
版
）平
成
29
年
４
月
発
行

  

式
典
と
講
演
会

特 集

　

こ
の
他
に
も
、
転
倒
の
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
、
自
転
車
運

転
中
に
気
を
付
け
る
こ
と
、
災
害
時
の

活
動
で
の
注
意
事
項
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
安
全
の
た
め

の
10
大
ポ
イ
ン
ト
」
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
必
見
で
す
。

　

一
見
す
る
と
、
当
た
り
前
な
ヒ
ン
ト

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

が
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
必
要
で
す
。

　

委
員
の
み
な
さ
ん
が
元
気
で
、
笑
顔

で
活
動
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
こ
ち
ら

の
冊
子
を
活
用
し
、
定
例
会
や
研
修
会

な
ど
で
事
故
防
止
に
役
立
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
章
を
書
く
こ
と
も
ま
と
め
る
こ
と

も
苦
手
な
私
が
県
民
児
協
の
広
報
委
員

を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
広
報
委
員
一
年
生
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

初
め
は
不
安
と
後
悔
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
４
月
に
厚
木
市
、
８
月
に
座
間

市
と
他
の
民
児
協
へ
取
材
に
行
き
話
し

を
聞
き
ま
し
た
。
心
に
残
っ
た
こ
と
を

中
心
に
ま
と
め
、
な
ん
と
か
原
稿
を
提

出
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
も
聞
け
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
を
あ
り
が
た
く
思
い
、

今
で
は
受
け
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
何
の
気
な
し
に
目
を
通
し
て

い
た
新
聞
や
広
報
も
、
ど
う
ま
と
め
て

い
る
の
か
と
、
見
方
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
私
も
皆
さ
ん
に
読
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
記
事
が
書

け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
委
員

　邉
見

　千
恵
）

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

民
生
委
員
児
童
委
員
（
以
下
「
委

員
」
）
の
方
々
に
、
「
委
員
活
動
に
取

り
組
む
中
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
何

か
」
と
質
問
す
る
と
、
「
自
分
自
身
の

健
康
が
あ
っ
て
の
活
動
で
す
」
「
元
気

に
笑
顔
で
活
動
す
る
こ
と
が
一
番
で

す
」
と
い
う
声
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
委
員
が
加
入
し
て
い
る

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
保
険
」

で
は
、
全
国
で
毎
年
500
件
前
後
の
事
故

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
で
は
、

平
成
28
年
度
は
13
件
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
安

全
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
が
作
成
し
た
の
が

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
お
け

る
事
故
防
止
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
集
』

（
左
上
写
真
）
で
す
。

　

平
成
28
年
度
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
保
険
事
故
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
事

故
発
生
状
況
を
見
る
と
、
「
訪
問
時
に

段
差
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
た
」
「
自

転
車
運
転
中
、
子
ど
も
を
よ
け
よ
う
と

し
て
転
倒
し
た
」
な
ど
の
転
倒
事
故
が

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

転
倒
は
、
軽
く
考
え
が
ち
で
す
が
、

転
倒
事
故
の
恐
ろ
し
さ
は
、
足
や
腰
の

骨
折
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
く
、
歩
く

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
寝
た
き
り

に
な
っ
た
り
、
そ
の
後
の
委
員
活
動
や

自
身
の
日
常
生
活
に
も
支
障
を
及
ぼ
し

か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
大
切
な
の
が
、
「
日
頃
か

ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
ぐ
こ

と
」
で
す
。
こ
ち
ら
の
冊
子
に
は
、
次

の
よ
う
な
ヒ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
段
差
、
電
柱
な
ど
周
囲
に
注
意
す
る
。

◆
活
動
中
は
、
履
き
な
れ
た
靴
を
履
く
。

◆
自
分
の
体
に
合
っ
た
自
転
車
に
乗
る
。

編集
雑感

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
に
お
け
る
事
故
防
止
の
た
め
に

ヒ
ン
ト
集
の
活
用
を

　

平
成
29
年
で
民
生
委
員
制
度
が
100
年
を
迎
え
、本
会
で
は
、10
月
25
日
に「
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
し
た
の

で
、広
報
委
員
２
名
に
よ
り
報
告
を
し
ま
す
。ま
た
、式
典
に
参
加
さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
に
こ
れ
か
ら
の「
想
い
」に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
し
ま
し
た
の
で
、併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
の
想
い

　〜
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
記
念
式
典
を
と
お
し
て
〜

県央ブロック有志 が 登壇し 、 「花咲く郷土」を斉唱しました。

「住民の力がいかに大切か」阿部志郎先生
の講演から伝わってきました。
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通 信 員 だ よ り

 「民生委員・児童委員に相談してよかった」という
声を聞くと、とても嬉しく元気が湧いてきます。少子
化や核家族化によって地域のつながりが薄れ、高齢
や障害、子育てや介護に問題を抱えているものの、
周囲には相談できない方が増えています。私たちは
その身近な相談相手として日々活動しています。
　身近な相談相手になるには、心が通じ合うこと、
信じ合えることが大切ですので、とても奥の深い課
題だと思います。

◆特集　「民生委員児童委員としての想い」
　　　　　　～民生委員制度創設100周年記念式典をとおして～
●ひとネットワーク 地域と社会資源  ●解説「里親制度とは？～地域で子どもを見守るために～」
●NEWS&インフォメーション・編集雑感　●通信員だより

　大井町民児協では、相談支援に活用できる実践
研修を行い、一人ひとりの相談援助技術の向上に努
めています。
　先般「傾聴入門講座」を開催し、人の心に寄り添
う姿勢について学びました。『人は悩むときに、解決
者ではなく理解者の存在を求めている』という講師
の言葉を胸に、まずは自分の意見はそっと脇に置い
て、相手の気持ちに心を傾け、思いを受け止めるこ
とから会話を始めてみようと思います。

（大井町民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成29年12月15日　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/

No.132

－支えあう　住みよい社会　地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし
「傾聴入門講座」の様子

　湯河原町民生委員・児童委員協
議会主催による3歳以下の子ども
と、その家族を対象とした楽しい
イベント「第9回子育て広場」が10
月7日（土）に町民体育館で開催さ
れました。
　このイベントは、子育て支援を
目的として年１回開催しています。
今回は32組の親子（大人38名、子
ども46名）が参加しました。

　受付後、子どもの身長・体重を
測定し、赤や青のスタンプ台で
とった手形・足形を持って親子で
記念写真を撮ります。中には、手
形を躊躇する子どもを見た母親が
手本を見せる一幕もありました。
　次に子どもたちは、歌に合わせ
た「リズム遊び」や「楽しいゲー
ム」。マットでゴロゴロ、次にパ
ターゴルフ、トンネルくぐり、網に
よるお宝すくいと順に行い、最後
に走ってゴールします。その他にも
「紙芝居」や「布製バックへのお
絵かき」を行い、会場は親子の笑
顔や歓声が聞こえていました。
　最後に、参加親子全員と民生委
員・児童委員スタッフで集合写真
を撮り閉幕しました。後日、参加親
子のアンケートをもとに反省会を
開き、次回の参考にします。

　小田原市富水地区には「在宅福
祉サービスチーム」という組織があ
り、地区民生委員は21名で、100名
以上の「チーム員」と呼ばれるボラ
ンティアとともに高齢者の見守り活
動を行っています。
　民生委員によっては、後期高齢者
を200人以上も担当している人もい
ます。そこで、10人のチーム員が、15
～20人ずつ高齢者を受け持つこと
で、きめ細やかな見守り活動ができ
る態勢をとっています。
　たとえば、高齢者への案内状や配
布物、各行事への呼びかけや高齢者
に関わる地区行事の手伝いなど、民
生委員とともに活動しています。

　この組織は20年くらいかけて民
生委員が地道に信頼できる協力者
を養成し、引き継いできた結果の組
織で、地域の方にも認められる存在
になっています。
　もともとは市社協が在宅福祉の
推進のために各地区に組織化した
ものですが、富水地区は民生委員
が中心になって独自の運用を考え、
長期間に亘って培って作り上げたも
のです。
　富水地区は民生委員にとって力
強い協力者が大勢いて、幅広い福祉
活動が行われています。

　大和市民児協は、11地区の民児
協の連合組織であり、専門性の高
い支援活動を行うため、専門部会
を設置しています。
　その一つである児童委員部会
は、33名の児童委員および主任児
童委員で構成されていますが、平
成28年12月の一斉改選に伴い、部
会員の変更が生じました。
　そこで、子どもの健全育成等の
支援活動および部会員の資質を更
に高揚させるため、平成29年9月に
大和市障害福祉センター松風園を
見学することとなり、これに同行し
ました。
　大和市から運営を委託されてい
る当該施設は、就学前の知的障が
い児および18歳以上の知的障がい
者を受け入れる中で、専門職を安定
的に確保し、永続的な支援ができ
るように努めている状況が、当見
学研修への丁寧な対応から伺えま
した。また、長年の実績から、子ど
も達とコミュニケーションを図るに
は、言葉とともに、手作り絵カード
等による熱心な視覚支援を行って
いることに感銘を受けました。
　参加した部会員にとっては、支
援活動の士気を高める有意義な
研修であったように感じられまし
た。

共に見守り活動をして
くれるチームの存在

大和市民児協児童委員部
会の見学会に参加して

すくすくハート
～「子育て広場」

通信員　橋本　尚信 通信員　仲戸川　満男 通信員　横井　勝己

「リズム遊び」風景

在宅福祉サービスチーム員研修会

手作り絵カードで伝え合う

小 田 原 市 湯 河 原 町大 和 市


